
二
〇
二
六
年
　
元
旦

仲
間
が
仲
間
を
呼
び

相
互
の
信
頼
を
築
く

揺
る
ぎ
な
い
魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
へ

執

行

委

員

長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

副
執
行
委
員
長

特

別

職

役

員

書

記

長

書

記

次

長

中
央
大
浦
支
部
長

市

南

支

部

長

東
長
崎
支
部
長

浦
上
西
支
部
長

浦
上
東
支
部
長

西

彼

支

部

長

佐　

藤　

圭　

介

西　

平　

博　

之

小　

宮　

清　

治

佐　

藤　

昭　

彦

中　

尾　

政　

男

須　

藤　

輝　

久

石　

田　

哲　

雄

若　

杉　

孝　

雄

大　

賀　

修　

司

馬　

渡　

鉄　

洋

山　

下　

和　

哉

里　
　
　

澄　

宏

村　

岡　

広　

明

田　

崎　

順　

一

脇　

川　

雅　

隆

諫

早

支

部

長

大

村

支

部

長

島

原

支

部

長

佐
世
保
中
央
支
部
長

佐
世
保
東
支
部
長

佐
世
保
北
支
部
長

北

松

支

部

長

平

戸

支

部

長

顧

問

青

年

部

長

主

婦

会

長

藤　

原　

保　

弘

一　

瀬　

純　

男

松　

田　

年　

市

本　

田　

英　

樹

長　

島　

則　

行

福　

田　

栄　

治

福　

田　

敏　

幸

岡　

田　
　
　

真

北　

村　

政　

和

方　

山　

栄　

治

山　

形　

マ
ス
子

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

（
一
社
）長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部

執行委員長
佐藤　圭介

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆

様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
多
岐
に
わ
た
る
組
合
運
動
に
対

し
ま
し
て
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
昨
今
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
で
損
壊
し

た
イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
の
復
旧
作
業
に

欠
か
せ
な
い
の
が
建
設
技
能
者
の
皆

様
で
す
。
組
合
で
は
、
持
続
可
能
で

魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
実
現
に
向
け

た
一
〇
〇
万
人
国
会
請
願
署
名
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
請
願
が
参
議

院
で
採
択
さ
れ
、
一
昨
年
六
月
に
担

い
手
三
法
（
建
設
業
法
・
入
契
法
・

品
確
法
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
仲

間
の
運
動
に
よ
り
建
設
労
働
者
の
賃

金
確
保
と
処
遇
改
善
が
法
制
化
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
建
設
労
働
者
の

処
遇
改
善
、
賃
金
・
工
事
単
価
引
き

上
げ
に
向
け
て
皆
様
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
公
共
工
事
の
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
や
時
間
外
労
働
上

限
規
制
、
建
設
業
団
体
に
お
け
る
賃

上
げ
対
策
、
担
い
手
三
法
や
四
号
特

例
見
直
し
等
の
建
築
基
準
法
改
正
等

に
よ
り
仲
間
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ

う
し
た
施
策
が
仲
間
の
皆
様
の
仕
事

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ん
で
い
る

の
か
実
効
性
も
含
め
て
検
証
し
動
向

を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
員
仲
間
の
命
綱
「
建

設
国
保
」
を
守
る
取
り
組
み
、
能
力

評
価
の
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
普
及
促
進
、
自
治
体
実
施
の

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充
、
イ

ン
ボ
イ
ス
軽
減
措
置
延
長
、
青
年
部

の
拡
充
及
び
活
気
あ
る
主
婦
会
確
立

に
も
注
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

建
設
長
崎
は
、
仲
間
に
よ
る
仲
間
の

た
め
の
組
合
で
あ
り
、
相
互
に
情
報

を
共
有
す
る
と
と
も
に
親
睦
と
対
話

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
組
合
の
良
さ

（
情
報
）
を
仲
間
自
ら
仲
間
に
伝
え
、

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
呼
び
込
み

繋
が
り
を
築
き
な
が
ら
建
設
技
能
者

の
地
位
向
上
に
向
け
て
今
後
も
運
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
組
合
員
仲
間
の
運
動
を

裏
方
と
し
て
し
っ
か
り
支
え
て
い
る

の
が
書
記
局
員
で
す
。
今
日
の
様
々

な
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
の
問
題

は
、
組
合
の
書
記
局
員
に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
合
を
運

営
し
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
書

記
局
員
の
育
成
と
人
財
確
保
も
喫
緊

の
課
題
と
し
て
位
置
付
け
予
算
措
置

な
ど
所
要
の
対
策
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
本
年
も
持
続
可
能
な
組
合
と
し
て

将
来
に
わ
た
り
維
持
・
発
展
さ
せ
る

た
め
仲
間
の
皆
様
と
共
に
全
力
で
取

り
組
む
決
意
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
年
一
年
が
組
合
員
並
び
に

ご
家
族
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

執
行
委
員
長
　
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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⑤　申請手順を確認し「申請を開始する」をクリック。
⑥　メールアドレス（Ｇビズ IDとして使用するアドレス）を入力し、規約

の確認・同意が済んだら「入力を確認する」をクリック。メールアドレ
スが間違いないことを確認し「この内容で送信する」をクリック。

⑦　⑥で入力したメールアドレスに「ワンタイムパスワード」が送付される
ので、パスワードを確認し、パソコン画面に入力し「この内容で送信す
る」をクリック。

⑧　法人・個人事業主の基本情報の入力画面になりますので、手順に沿って
必要事項を入力します。（法人：法人番号、法人名、所在地、代表者名　
個人：屋号、代表者名）

　　（法人個人共通：連絡先郵便番号・住所・電話番号、SMS受信用電話
番号）

　※Ｇビズ IDログイン用パスワードは忘れないように必ず控えを取ってく
ださい

　　全ての登録内容を入力したら、「この内容で登録する」をクリック（申
請情報入力完了）

Ｇビズ IDアプリで申請情報に電子署名
①　手順を確認し「次に進む」をクリック
②　パソコンの画面に表示されたQRコードを、スマホのＧビズ IDアプリ

を立ち上げ「画面上のQRコードを読み取る」をタップして読み取り
を行ない、アプリで内容を確認して「はじめる」をタップ。

③　マイナンバーカード発行時に設定した暗証番号とパスワードを入力しま
す。

　　マイナンバーカードを準備し、画面の指示に従ってマイナンバーカード
の読み取りをおこないます。

　　内容を確認して送信をタップ。
④　パソコンの画面に戻って「申請する」をクリック。

Ｇビズ IDアプリへの利用アカウントの登録（アプリ認証）
①　表示された手順を確認し「次へ進む」をクリック。
②　パソコンの画面にQRコードが表示されたら、スマホのＧビズ IDアプ

リを立ち上げ「画面上のQRコードを読み取る」をタップして読み取
りを行い、指示に従ってアプリ認証を設定してください。

③　設定が完了すると、アプリにワンタイムパスワードが表示されますので、
パソコンの画面に戻ってパスワードを入力し「この内容で送信する」を
クリック。

④　アプリ認証登録完了の画面が表示されたら設定完了です。
SMSによる本人確認

①　申請情報で入力したSMS受信用電話番号にワンタイムパスワードが届きます。
　　このパスワードをパソコンの画面で入力。

以上で登録は完了です。
Ｇビズ IDへのログインには登録した ID、パスワードとアプリ認証をご使用ください。
※Ｇビズ IDにログインすると、ご利用のスマートフォンに通知が届き、Ｇビズ IDにログインする方の本人確認が行われます。

手順 ２

手順 ３

手順 ４

佐
世
保
市
長
要
請
行
動

　
佐
世
保
支
部
協
会
・
佐
世
保
官
公
需
業
者
会
で
は
、
十
一

月
二
十
八
日
㈮
、
佐
世
保
市
長
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
佐
世
保
支
部
協
会
お
よ
び
佐
世
保
官

公
需
業
者
会
役
員
に
加
え
、
本
部
協
会
役
員
・
事
務
局
、
さ

ら
に
山
下
氏
・
久
野
氏
・
小
野
原
氏
・
柴
山
氏
の
各
市
議
会

議
員
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
佐
世
保
市
か
ら
は
杉
本
副
市
長
を
は
じ
め
、
部
長
・
次
長

な
ど
計
八
名
の
皆
様
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
西
野
会
長
お
よ
び
北

村
協
会
長
、
続
い
て
山
下
市
議

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
杉
本
副
市
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
西
野

会
長
よ
り
要
望
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

今
回
の
要
望
内
容
は
以
下
の
四

点
に
な
り
ま
す
。

　
１
．
官
公
需
業
者
へ
の
工
事

発
注
に
関
す
る
件

　
２
．�

最
低
制
限
価
格
の
引
き

上
げ
に
関
す
る
件

　
３
．�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
に
関
す
る
件

　
４
．�

空
き
家
対
策
補
助
金
の

拡
充
に
関
す
る
件

　
意
見
交
換
で
は
、
佐
世
保
市

単
独
で
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
の
創
設

や
、
空
き
家
対

策
に
関
す
る
多

様
な
ご
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
一

時
間
を
超
え
る

熱
心
な
議
論
と

な
り
ま
し
た
。

非
常
に
有
意
義
な
要
請
活
動
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
取
り
組
み
が
、
今
後

の
市
政
へ
の
さ
ら
な
る
前
進
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
役
員

の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
西
野
　
雅
樹
　
大
島
　
𠮷
博

　
淵
上
　
高
行
　
松
山
　
新
二

　
北
村
　
政
和
　
松
園
　
俊
輔

　
江
頭
　
孝
一
　
大
庭
　
央
大

　
宮
崎
　
真
登

　
山
下
市
議
　
　
久
野
市
議

　
小
野
原
市
議
　
柴
山
市
議

長
崎
県
知
事
選
挙 

　
立
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
建
設
長
崎
で
は
、
令
和
八
年
二
月
に
実
施
予
定

の
長
崎
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、「
平
田 

研
」
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
を
、
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第

三
回
本
部
執
行
委
員
会
に
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

申請に必要なもの
□　マイナンバーカード
□　�マイナンバーカードの署名用電子証明書暗証番号（英数字 ６ ～

16桁のパスワード）
□　�マイナンバーカードの券面事項入力補助用暗証番号（数字 ４ 桁

の暗証番号）
□　インターネットに接続されたパソコン
□　パソコンのメールアドレス
□　マイナンバーカードを読み取り可能なスマートフォン
□　法人番号（法人の場合のみ）

申請情報の入力
①　パソコンでＧビズ IDのトップページにアクセ

スする。
　　（Ｇビズ IDのトップページアドレス　https://

gbiz-id.go.jp）
　　トップページが開いたら「Ｇビズ IDアカウン

トの作成をはじめる」をクリック。
　　続いてアカウントの種別は「Ｇビズ IDプライ

ムアカウントを申請」を選択。
②　事前チェック（オンライン申請に関して ２択で

の申請前確認）
　　いくつかの質問に対して内容を確認しながら当

てはまる選択肢を回答。
　　（チェック内容：個人 or 法人、マイナンバー

カードの所持、スマートフォンの確認、マイナ
ンバーカードのパスワードと暗証番号の確認）

　　問題が無ければ「Ｇビズ IDプライムアカウン
ト（個人事業主）オンライン申請へ進みます」
という画面が表示されます。

　※この画面の下方には「オンライン申請の手順」
についての動画があります。

　　動画を見ながら手続きを進めることも可能なの
で申請時の参考にしてください。

③　パソコンの画面に表示されたQRコードを読
み込み、スマートフォンに「Ｇビズアプリ」を
インストールする。

　　インストールできたらアプリを起動し画面の手
順に従い設定をおこなう。

④　スマートフォンの設定が完了したらパソコンに
戻り、「オンライン申請を開始する」をクリッ
ク。

手順 １

Ｇビズアカウントの
� オンライン申請方法について

Ｇビズアカウントとは？「法人や個人事業主が複数の行政サービス（建設業許可関連書類や労災事故が起
こった際の給付申請書類、アスベストの事前調査結果報告など）に、ひとつの IDとパスワードでログイン
できる共通認識システムです。
申請方法には、「書類郵送申請」と「オンライン申請」の ２通りがありますが、書類郵送による申請はアカ
ウントの発行までに時間を要するため、今回は「オンライン申請」の手順についてご紹介いたします。」

全
建
総
連
結
成
65
周
年 

記
念
式
典・祝
賀
会

　
十
一
月
十
九
日
、「
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、

全
建
総
連
結
成
65
周
年
記
念
式

典
が
、
金
子
恭
之
国
土
交
通
大

臣
、
上
野
賢
一
郎
厚
生
労
働
大

臣
を
は
じ
め
、
各
政
党
の
国
会

議
員
、
中
央
省
庁
、
団
体
・
企

業
、
国
保
組
合
、
県
連
・
組
合

代
表
等
、
総
勢
約
四
五
〇
名
の

参
加
の
も
と
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
、
建
設
長
崎
か
ら
、
佐
藤
委

員
長
ほ
か
二
名
で
参
加
し
ま
し

た
。

　
式
典
は
、
結
成
六
五
周
年
を

記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
動
画
の

上
映
か
ら
始
ま
り
、
鈴
木
中
央

執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
。
来

賓
を
代
表
し
て
、
国
土
交
通
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
各
政
党

の
代
表
者
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
全
建
総
連
結
成
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
新
た
な
歴
史
に
向
け
、

た
た
か
い
を
進
め
て
い
く
と
し
、

式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
八
年
度 

国
保
組
合

予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様

　
　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
八
年
度
国
保
組
合
関
係

予
算
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
社

会
保
険
の
要
で
あ

る
建
設
国
保
の
現

行
水
準
維
持
を
目

指
し
、
組
合
員
・

ご
家
族
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
い

た
「
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
」
の
結
果
、

一
二
、
一
四
五
通

も
の
要
請
ハ
ガ
キ

を
集
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
目
標
と
し

て
い
た
組
織
比
の

二
倍
を
超
え
る
成

果
と
な
り
ま
し

た
。

　「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

組
合
員
と
ご
家
族
の
声
を
直
接

国
へ
届
け
る
大
切
な
運
動
で
す
。

集
約
さ
れ
た
す
べ
て
の
ハ
ガ
キ

は
組
合
で
点
検
の

う
え
、
厚
生
労
働

省
お
よ
び
財
務
省

へ
提
出
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
引
き
続

き
、「
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
」
や
「
国

会
議
員
要
請
行

動
」
を
実
施
し
、

組
合
員
の
声
が
確

実
に
届
く
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

要望書を手渡す西野会長（右）

平田　研　氏
58歳（新人）

祝 賀 会 記念式典

組織数の 2倍を超える
12, 145通の集約
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（QRコードを読み取る）

GビズIDトップページ

GビズIDアプリ登録QRコード

GビズIDアプリで読み取るパソコンのQRコード画面

電子署名の時のスマホ画面

アプリ認証完了画面 ログイン時の本人確認通知

登録完了画面

GビズIDへのログイン画面
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「
諸
先
輩
の�

�

ご
指
導
に
感
謝
」

福
島
　
大
志

（
中
央
大
浦
支
部
）

　
昨
年
九
月
か
ら
中
央
大
浦
支

部
日
見
分
会
の
分
会
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。

　
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
中
、

諸
先
輩
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
何
と
か
大
役
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
日
見
分
会
と
組
合
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
向
け
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
学
び
に
励
み
、�

�
挑
戦
の
年
に
」

永
田
　
義
純

（
東
長
崎
支
部
）

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

つ
つ
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
学
び

現
場
で
の
応
用
力
を
高
め
て
い

き
た
い
。

　
昨
年
は
二
級
建
築
士
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

技
能
士
の
資
格
に
も
挑
戦
し
た

い
で
す
。
組
合
の
技
能
競
技
大

会
に
も
興
味
が
あ
り
、
挑
戦
し

て
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
触
れ
合
い
を�

�

活
力
に
」

増
田
　
啓
治

（
浦
上
東
支
部
）

　
今
回
で
六
回
目
の
年
男
に
な

り
、
が
む
し
ゃ
ら
に
仕
事
を
し

て
い
た
頃
と
は
違
い
、
随
分
健

康
に
気
を
遣
う
よ
う
に
な
っ
た

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
足

腰
に
は
少
し
ガ
タ
が
来
て
い
ま

す
が
、
諸
活
動
を
通
じ
て
年
下

の
仲
間
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ

り
、
元
気
や
活
力
を
い
た
だ
け

る
の
で
、
今
後
も
各
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
皆
様
に
感
謝
」

福
田
　
栄
治

（
佐
世
保
北
支
部
）

　
今
年
三
月
で
七
十
二
歳
を
迎

え
ま
す
。「
馬
九
行
久
」
こ
と

を
信
じ
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
世
の
中
そ
う
甘
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
大

の
敵
は
自
ら
の
体
で
す
。
何
回

と
な
く
そ
の
敵
と
戦
い
ま
し
た
。

　
そ
の
度
に
、
周
り
の
方
々
の

支
え
の
も
と
に
現
在
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。
今
後
共
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

「
笑
顔
溢
れ
る

�

一
年
に
」

淺
井
　
幸
一

（
諫
早
支
部
）

　
今
年
、
年
男
と
し
て
新
年
を

迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
年
を
通
し
て
笑
顔
で
明
る

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
健
康
に
気

を
付
け
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
合
活
動
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
仲
間
と
健
康
の�

�

あ
り
が
た
み
」

高
尾
　
勝
重

（
市
南
支
部
）

　
こ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
も
な

く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
先

日
体
調
を
崩
し
、
組
合
の
保
険

制
度
に
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

改
め
て
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、仲
間
の
支

え
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
病
気
を
き
っ
か
け
に
「
こ
れ

か
ら
は
健
康
に
気
を
付
け
な
が

ら
仕
事
を
続
け
て
い
こ
う
」
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
分
会
長
と
し
て
、
今
後
何
年

務
め
ら
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
組
合
に
協
力
し
、
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
持
て
る
気
力
を�

�

振
り
絞
り
」

近
藤
　
生
喜

（
北
松
支
部
）

　
こ
の
頃
、
気
力
・
や
る
気
の

な
さ
を
感
じ
、
そ
ろ
そ
ろ
終
活

を
考
え
る
年
頃
か
と
実
感
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
事
務
局
か
ら
電

話
を
も
ら
い
、今
年
が
七
十
二
歳

の
年
男
だ
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
周
り
を
見
る
と
、
同
級
生
な

ど
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
一
線
を

退
き
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
も
そ
の

仲
間
入
り
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
あ
と
何
年
、
元
気
で
仕
事
が

出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
年
も
一
年
乗
り
切
れ
た
ら
、

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ガ
ン
バ
！

「
仕
事
も
バ
イ
ク
も

�

ご
安
全
に
」

太
田
　
　
明

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

　
早
い
も
の
で
、
六
回
目
の
年

男
を
迎
え
ま
す
。

　
ケ
ガ
や
病
気
に
注
意
し
な
が

ら
、
ま
だ
ま
だ
現
役
と
し
て
仕

事
は
ボ
チ
ボ
チ
と
励
み
な
が
ら
、

家
族
と
の
時
間
、
趣
味
の
バ
イ

ク
の
時
間
を
大
切
に
楽
し
ん
で

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
ご
縁
を
力
に
、

�

仲
間
と
と
も
に
」

井
上
　
圭
介

（
島
原
支
部
）

　
四
十
八
歳
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
、
令
和
七
年
度
か
ら
は
有

明
分
会
分
会
長
を
拝
命
し
て
い

ま
す
。

　
ご
縁
を
大
切
に
し
、
仲
間
の

皆
さ
ん
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

建
設
業
と
組
合
の
発
展
に
少
し

で
も
力
を
添
え
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
四
度
目
の
年
男
・

�

組
合
加
入
二
十
年
」

副
島
　
具
巳

（
大
村
支
部
）

　
今
年
、
私
は
四
度
目
の
年
男

を
迎
え
、
組
合
加
入
二
十
年
の

節
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
青
年
部
や
支
部
の
活
動
に
協

力
し
、
多
く
の
仲
間
と
共
に
歩

ん
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
で
は
大
村
龍
踊

り
に
も
参
加
し
、
地
域
の
伝
統

を
守
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
と

地
域
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
気
持
ち
は�

�

青
年
部
の
ま
ま
で
」

村
岡
　
広
明

（
浦
上
西
支
部
）

　
建
設
長
崎
に
は
青
年
部
の
時

代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
は
、
組
合
結
成
八
十
周

年
そ
し
て
支
部
長
と
し
て
復
帰

し
た
年
、
さ
ら
に
は
私
自
身
の

還
暦
の
年
と
重
な
り
、
何
か
の

縁
を
感
じ
ま
す
。

　
時
が
過
ぎ
る
の
が
早
く
感
じ

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
元
気
に
、
そ
し
て

気
持
ち
は
青
年
部
の
時
の
ま
ま

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「『
塞
翁
が
馬
』
を�

�

胸
に
」

川
口
　
克
己

（
西
彼
支
部
）

　
今
年
で
六
十
歳
の
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
こ
の
年
ま
で
健

康
に
働
く
こ
と
が
出
来
て
い
ま

す
。

　
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
の

言
葉
の
通
り
、
良
い
時
は
驕
ら

ず
、
悪
い
時
は
腐
ら
ず
、
日
々

心
穏
や
か
に
、
仕
事
に
向
き

合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
規
則
正
し
く
、�

�

健
康
管
理
」

脇
濵
　
友
弘

（
平
戸
支
部
）

　
年
男
と
い
う
こ
と
で
、
健
康

で
日
々
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め

に
も
、
健
康
管
理
を
し
っ
か
り

行
い
、
体
を
動
か
し
て
運
動
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
規
則
正

し
い
生
活
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

健
康
に
は
留
意
さ
れ
、
組
合
発

展
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
令
和
八
年
は
支
部
青

年
部
を
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ケ
ガ
無
く
、�

�

楽
し
く
」

小
谷
　
　
守

（
佐
世
保
東
支
部
）

　
私
生
活
で
左
手
を
ケ
ガ
し
て

し
ま
い
、
家
族
や
仕
事
仲
間
に

も
心
配
を
掛
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
電
動
工
具
に
よ
る
ケ
ガ
だ
っ

た
事
も
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
に
時

間
が
掛
か
り
ま
し
た
。
油
断
か

ら
招
い
た
ケ
ガ
だ
っ
た
の
で
、

一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
、
扱

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
支
部
行
事

に
参
加
し
、
盛
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２6年（令和８年）１月１５日発行第 727 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�3



　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
気
づ
け

ば
十
一
月
と
支
部
の
恒
例
行
事
、

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市
】

十
一
月
十
六
日
㈰
【
ど
ろ
ん
こ

の
里
】
十
一
月
三
十
日
㈰
と
二

日
間
、
隔
週
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
両
日
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ

秋
空
の
下
開
催
し
ま
し
た
。
恒

例
行
事
で
あ
る
事
か
ら
、
開
始

時
間
よ
り
前
に
並
ば
れ
る
方
も

多
く
、
早
急
に
準
備
を
終
え
住

宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
今
、
研
ぎ
手
が
減
る
一
方

で
す
が
、
今
回
は
新
し
い
研
ぎ

手
も
増
え
、
ま
だ
ま
だ
住
宅

デ
ー
を
続
け
ら
れ
そ
う
だ
と
感

じ
、
な
に
よ
り
地
域
の
方
々
に

根
付
い
た
行
事
で
す
の
で
、
可

能
な
限
り
、
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
支
部
の
毎
年
恒
例
行
事
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
、
組
合
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市

【
来
場
者
六
十
九
名
・

�

包
丁
百
三
十
二
本
】

ど
ろ
ん
こ
の
里

【
来
場
者
七
十
六
名
・

�

包
丁
百
五
十
二
本
】

不
足
が
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
可
能
な
限
り
、住
宅

デ
ー
を
継
続
さ
せ
、地
域
に
根

付
い
た
活
動
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
組
合
員
さ
ん
、
主
婦
会
の
皆

様
の
ご
協
力
で
ケ
ガ
も
無
く
無

事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た

事
を
感
謝
致
し
ま
す
。

　
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
組
合
員

主
婦
会
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
佐
世
保
中
央
支
部
で
は
、

十
一
月
三
十
日
㈰
、
春
日
分
会
、

山
衹
分
会
、
旭
分
会
、
大
和
分

会
の
四
会
場
に
て
、
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
朝
は
若
干
冷
え
込
み

ま
し
た
が
、
日
中
は
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
で
寒
く
も
な
く
暑
く
も
な

く
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
事
前
の
お
知
ら
せ
や
地
域
で

の
放
送
、
お
得
意
先
へ
の
広
報

を
通
じ
て
、
昨
年
を
上
回
る
お

客
様
に
来
場
い
た
だ
き
、
総
計

一
二
一
名
、
二
九
四
本
の
包
丁
、

は
さ
み
他
を
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。

　
ご
来
場
頂
い
た
地
域
の
方
々

の
喜
ば
れ
る
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
、
活
動
を
継
続
す
る
重
要

さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
コ
ロ
ナ

禍
で
し
ば
ら
く
中
止
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
活
動

を
再
開
し
、
長
年
実
施
し
て
き

た
効
果
は
や
は
り
大
き
い
も
の

と
感
じ
ま
し
た
。

　
毎
年
高
齢
化
に
よ
る
研
ぎ
手

佐
世
保
中
央
支
部
　
釣
り
大
会

　
佐
世
保
中
央
支
部
で
は
、
令

和
七
年
十
一
月
十
六
日
㈰
に
釣

り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
支
部
の
交
流
会
は
旅
行
会
と

釣
り
大
会
を
隔
年
で
開
催
し
て

お
り
、
本
年
は
釣
り
大
会
を
開

催
し
、
総
勢
二
十
四
名
の
方
に

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
六
時
三
十
分
に
集

合
し
道
具
等
の
確
認
、
飲
み
物

や
お
つ
ま
み
を
乗
せ
、
イ
カ
ダ

と
船
に
分
か
れ
出
港
。
約
三
十

分
程
船
を
走
ら
せ
、
釣
り
場
に

到
着
し
、
船
頭
さ
ん
の
合
図
で

開
始
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
中
々
ア
タ
リ
が
な
く

釣
り
場
を
転
々
と
し
な
が
ら
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
タ
リ
が
渋
い
中
で
も
さ
す

が
の
皆
さ
ん
で
、
ア
ジ
や
イ
ッ

サ
キ
、
イ
ラ
な
ど
様
々
な
魚
種

を
釣
り
上
げ
、
無
事
に
お
土
産

に
な
る
位
の
釣
果
は
上
げ
ら
れ

一
安
心
。

　
船
の
方
も
数
は
少
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
中
に
は
大
物
の
鯛

や
ハ
タ
を
釣
り
上
げ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
船
が
イ
カ
ダ
に
合

流
し
船
上
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
和

気
あ
い
あ
い
の
中
、
美
味
し
い

お
肉
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
釣
り
上
げ
た
魚
を
す

ぐ
に
捌
い
て
お
刺
身
も
参
加
者

で
堪
能
致
し
ま
し
た
。

　
ご
家
族
や
子
供
さ
ん
に
も
参

加
し
て
頂
き
、
支
部
と
し
て
と

て
も
充
実
し
た
親
睦
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

　
港
へ
戻
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
釣

果
を
報
告
し
あ
い
な
が
ら
、皆
さ

ん
笑
顔
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
故
も
な
く
、
無
事
に
終
了

す
る
事
が
出
来
、
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
晩
酌
に
は
、
釣
っ
た
魚
を
お

つ
ま
み
に
美
味
し
く
い
た
だ
い

た
事
と
思
い
ま
す
。

～
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
釣
り
大
会
、
肉
と
魚
を
堪
能
だ
～

諫
早
支
部
旅
行

　
諫
早
支
部
で
は
、
十
一
月

十
六
日
㈰
か
ら
十
七
日
㈪
に
か

け
て
山
口
県
湯
本
温
泉
へ
一
泊

二
日
の
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
体
で
三
十
一
名
が
参
加
。
天

気
に
恵
ま
れ
て
絶
好
の
旅
行
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
目

的
地
の
下
関
唐
戸
市
場
カ
モ
ン

ワ
ー
フ
へ
は
門
司
港
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
渡
り
、
市
場
で
新
鮮
な

サ
ザ
エ
を
買
い
込
み
昼
食
。
午

後
か
ら
は
、
萩
の
城
下
町
を
散

策
。
お
宿
は
長
門
湯
本
温
泉
に

宿
泊
で
す
。

　
夜
の
宴
会
で
は
、
ビ
ー
ル
・

日
本
酒
・
ワ
イ
ン
・
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
飲

み
物
と
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
支
部
の
話
を
し
た
り
、

い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
元
乃
隅
稲
荷
神

社
、
長
府
城
下
町
散
策
で
は
国

歌
の
君
が
代
の
中
に
も
で
て
く

る
「
さ
ざ
れ
石
」
を

見
に
行
き
ま
し
た
。

昼
食
は
、
焼
肉
ビ
ー

ル
食
べ
飲
み
放
題
。

バ
ス
の
車
内
で
は
替

え
歌
を
歌
っ
た
り
し

て
、
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
は
、「
初
め
か
ら

最
後
ま
で
諫
早
支
部

は
元
気
が
良
い
で
す

ね
」
と
言
わ
れ
る
ほ

～
皆
で
楽
し
く
元
気
良
く
～

ど
楽
し
く
過
ご
し
た
二
日
間
で

し
た
。

　
本
当
に
良
い
支
部
旅
行
で
し

た
。
次
回
は
み
な
さ
ん
も
是
非

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

上
町
三
男

佐
世
保
中
央
支
部
住
宅
デ
ー

釣ったぞー

大和会場

山衹会場

春日会場

大
村
支
部

大
村
第
一
分
会
住
宅
デ
ー

　
十
一
月
二
十
三
日
㈰
木
場
公

民
館
に
お
い
て
大
村
第
一
分
会

住
宅
デ
ー
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま

し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
準
備
も

早
々
に
受
付
に
来
ら
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
受
付
け
の
開

始
か
ら
終
了
時
間
ま
で
ほ
と
ん

ど
来
場
者
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
盛
況
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
五
十
四
名
で
計

一
〇
〇
本
（
鎌
二
本
）
の
成
果

で
し
た
。
木
場
地
区
の
役
員
の

方
か
ら
感
謝
の
お
言
葉
と
来
年

の
実
施
の
お
願
い
を
頂
き
ま
し

た
。

　
組
合
員
・
主
婦
会
の
方
々
、

早
朝
か
ら
の
ご
参
加
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

～
来
年
も
お
願
い
し
ま
す
。
と
地
域
の
声
も
～

参
加
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

中
村　
雅
美�
原
田　
保
彦

副
島　
具
巳�

金
水　
　
誠

伊
藤　
光
廣�

田
中　
春
男

石
川　
浩
司�

副
島　
俊
哉

松
山　
増
夫�

吉
川　
　
実

岩
元　
秀
義�

脇
崎　
和
之

田
中　
俊
博�

伊
藤　
一
廣

一
瀬　
純
男�

伊
藤　
久
子

中
尾
ス
ミ
子

佐
世
保
東
支
部
住
宅
デ
ー

～
新
た
な
研
ぎ
手
も
増
え
て
～

参
加
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◯
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市

長
島　
則
行�

迎　
　
　
稔

大
庭　
真
八�

茅
原　
喜
人

茅
原
喜
志
男�

小
谷　
　
守

田
中　
光
輝�

山
本　
　
進

吉
居　
雄
一�

迎　
　
政
博

松
延　
貴
男�

田
川　
博
則

迎　
　
良
則�

岩
永　
康
利

佐
藤
委
員
長�

若
杉
書
記
長

◯
ど
ろ
ん
こ
の
里

長
島　
則
行�

迎　
　
　
稔

大
庭　
真
八�

鴨
川　
浩
樹

茅
原
喜
志
男�

茅
原　
喜
人

柳　
　
光
輝�

迎　
　
政
博

松
延　
貴
男�

田
中　
勇
男

田
川　
博
則�

迎　
　
良
則

川
端　
昭
吾�

江
良　
春
美

中
島　
永
遠

◀
ど
ろ
ん
こ
の
里

◀
わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市

継
続
は
力
。
地
域
に
根
付
い
た
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識

参
加
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
山
衹
分
会

松
本　
浩
治�

梅
里
登
志
夫

瀬
尾　
恒
太�

大
水　
幸
生

大
水　
和
沙�

大
水
太
一
朗

大
水　
源
也�

大
水　
陸
渡

柿
本　
憲
吾�

柴
山　
賢
児

豊
村　
　
潤�

大
水
菜
緒
希

○
大
和
分
会

本
田　
英
樹�

宮
野　
健
三

本
田　
秀
夫�

本
田　
光
志

内
野　
美
利�

松
永　
　
聡

村
田　
宗
嗣�

本
田　
　
隆

本
田
奈
津
子　
　
　
　
　
　
　

○
旭
分
会

塚
本　
剛
志�

塚
本　
芳
美

財
部　
眞
勝�

内
山　
弘
康

野
中　
謙
三�

山
口
真
砂
晴

太
田　
　
明�

諸
石　
安
高

古
賀　
創
造�

太
田　
一
利

古
田　
弘
美�

財
部　
徳
子

山
口　
　
舞�

塚
本
千
賀
子

太
田
千
代
子　
　
　
　
　
　
　

○
春
日
分
会

大
島　
𠮷
博�

大
島　
和
敏

川
畑　
　
章�

田
渕　
克
典

瀬
尾　
友
謙�

大
古
場　
亮

下
柳
田
博
二�

辻　
　
　
悟

瀬
尾　
美
礼　
　
　
　
　
　
　

干
支
セ
ト
ラ

２
０
２
６
年
は
十
二
支
の
七
番
目
の
午
（
う
ま
）
年
。

動
物
で
は
ウ
マ
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
マ
に
願
い
を
込
め
て

　
た
て
が
み
や
尾
を
な
び
か
せ

て
さ
っ
そ
う
と
駆
け
る
ウ
マ
。

か
つ
て
は
農
耕
や
輸
送
、
乗
り

物
に
使
わ
れ
、
人
に
と
っ
て
身

近
な
存
在
で
し
た
。

　
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
馬

骨
や
壁
画
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
家
畜
化
は
ウ
シ
な
ど
よ
り

遅
く
、
５
千
～
６
千
年
前
と
み

ら
れ
ま
す
。
日
本
で
人
と
の
関

わ
り
が
出
て
く
る
の
は
古
墳
時

代
か
ら
で
、
後
期
古
墳
か
ら
は

馬
型
埴
輪
な
ど
が
出
土
。
古
事

記
や
日
本
書
紀
に
は
朝
鮮
半
島

か
ら
贈
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
神
様
の
乗
り
物
と

さ
れ
、
神
事
や
お
祭
り
で
は
主

役
級
。
祈
願
の
た
め
に
寺
社
に

奉
納
さ
れ
た
歴
史
も
あ
り
、
絵

馬
は
本
物
の
代
わ
り
に
ウ
マ
の

絵
を
納
め
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。
五
角
形
の
家
の
よ
う
な
形

は
厩
舎
（
き
ゅ
う
し
ゃ
）
を
表

し
、
ウ
マ
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
と
い
う
心
配
り
で
す
。

　
今
年
、
あ
な
た
は
絵
馬
に
ど

ん
な
願
い
を
こ
め
ま
す
か
？
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令和 ７年分
　　所得税　税制改正の主なポイント
改正点（ １）基礎控除の見直し

改正点（ ４）特定親族特別控除の創設

改正点（ ２）給与所得控除の見直し

改正点（ ３）扶養親族等の所得要件の改正

　次のとおり、合計所得金額に応じて、基礎控除額が改正されました。

【基礎控除額（改正された範囲）】

合計所得金額
（カッコ内は収入が給与だけの場合の収入金額）

基礎控除額

改正後
改正前

令和 ７・８年分 R 9年分以後
132万円以下

（200万3, 999円以下） 95万円

48万円

132万円超～336万円以下
（200万3, 999円超～475万1, 999円以下） 88万円

58万円

336万円超～489万円以下
（475万1, 999円超～665万5, 556円以下） 68万円

489万円超～655万円以下
（665万5, 556円～850万円以下） 63万円

655万円超～2, 350万円以下
（850万円超～2, 545万円以下） 58万円

※①�令和 ７・ ８年分の基礎控除額は58万円に、租税特別措置法第41条の16の ２ の規定に
よる加算額（37万円、30万円、10万円、 ５万円）を加算した額となります。

※②�特定支出控除や所得金額調整控除の適用がある場合には、表の金額とは異なります。
※③合計所得金額2, 350万円超の場合の基礎控除額に改正はありません。

合計所得金額 基礎控除額

2, 350万円超～2, 400万円以下 48万円

2, 400万円超～2, 450万円以下 32万円

2, 450万円超～2, 500万円以下 16万円

2, 500万円超～　　　　　　 ０万円

　給与所得控除について、55万円の最低保障額が65万円に引き上げられました。

【給与所得控除額（改正された範囲）】

給与の収入金額
給与所得控除額

改正後 改正前

162万5, 000円以下

65万円

55万円

162万5, 000円超～180万円以下 収入金額×40％－10万円

　　180万円超～190万円以下 収入金額×30％＋ 8万円

※�年間の給与収入が190万円以下の方は今回の改正で控除額が増えますが、190万円を超
える方の給与所得控除額（55万円）に改正はありません。

　居住者が特定親族を有する場合には、その居住者の総所得金額等から、その特定
親族 １人につき、その特定親族の合計所得金額に応じて次の金額を控除する特定親
族特別控除が創設されました。

特定親族とは、居住者と生計を一にする年齢19歳以上23歳未満の親族（配偶者、
青色事業専従者及び白色事業専従者を除く。）で合計所得金額が58万円超123万
円以下の人をいいます。なお、親族には児童福祉法の規定により養育を委託さ
れた里子を含みます。

※�収入が給与だけの場合には、その年中の収入金額が123万円超188万円以下であれ
ば、合計所得金額が58万円超123万円 以下となります。
※�親族の合計所得金額が58万円以下の場合は、特定親族特別控除の対象とはなりま
せんが、扶養控除の対象となります（年齢19歳以上23歳未満の親族は特定扶養親
族に該当し、扶養控除額は63万円です）。

【特定親族特別控除額】

特定親族の合計所得金額
（収入が給与だけの場合の収入金額） 特定親族特別控除額

58万円超～　85万円以下（123万円超  150万円以下） 63万円
85万円超～　90万円以下（150万円超  155万円以下） 61万円
90万円超～　95万円以下（155万円超  160万円以下） 51万円
95万円超～100万円以下（160万円超  165万円以下） 41万円
100万円超～105万円以下（165万円超  170万円以下） 31万円
105万円超～110万円以下（170万円超  175万円以下） 21万円
110万円超～115万円以下（175万円超  180万円以下） 11万円
115万円超～120万円以下（180万円超  185万円以下） ６万円
120万円超～123万円以下（185万円超  188万円以下） ３万円

【控除額のイメージ】
控除額

63
61
51

41

31

21
11
6
3
0 58

（123）
85

（150）
123
（188）

90（155）

95（160）

100（165）

105（170）

110（175）
115（180）
120（185）

親族の合計所得金額
（収入が給与だけの場合の収入金額）

（万円）

（万円）

扶養控除
（特定扶養親族に該当）

特定親族特別控除
（特定親族に該当）

　基礎控除の改正に伴い、次のとおり、扶養控除等の対象となる扶養親族等の所得要件
が改正されました。

【所得要件】

扶養親族等の区分
所得要件（カッコ内は収入が給与だけの場合の収入金額）

改正後 改正前
扶養親族
同一生計配偶者
ひとり親の生計を一にする子

58万円以下
（123万円以下）

48万円以下
（103万円以下）

配偶者特別控除の
対象となる配偶者

58万円超～133万円以下
（123万円超～201万5, 999円以下）

48万円超～133万円以下
（103万円超～201万5, 999円以下）

勤労学生 85万円以下
（150万円以下）

75万円以下
（130万円以下）

※特定支出控除や所得金額調整控除の適用がある場合には、表の金額とは異なります。
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１ ．補助対象者
毎年 ４月 １日現在で40歳以上の方
４月 ２日～翌年の ３月31日までの期間に40歳に達した方につきましては、次年度
以降の対象となります。
２ ．対象検査
医療機関において実施するMRI・MRA検査（自費診療）が対象となります。
３ ．検査費用
検査費用が15, 000円以上である場合に限り、 １回につき最大20, 000円が補助とな
ります。また、補助につきましては、 ２年に １回限りとなります。
（例）令和 ７年 ５月受診の場合⇒令和 ９年 ４月より再度補助対象となります）
４ ．補助対象人員
補助対象人員を60名とし、人員に到達次第、終了となります。
今後の補助状況等を踏まえ、所要の見直し等を行います。
５ ．実施期間
令和 ７年 ４月 １日受診分より
６ ．申請方法
各所属事務所の窓口に脳ドック補助金申請書用紙がございますので、下記記載の
申請に必要なものをご持参の上、お手続きをお願いいたします。
【申請に必要なもの】
・領収書（原本）※
・印鑑
・ご指定の金融機関の通帳（注）
※�領収書（原本）は、受診者名、日付、医療機関名、
金額、但し書きに明記されているものに限ります
（レシート不可）

７ ．支払方法
申請書受付月の翌月15日（土日祝日の場合は次の平日）にご指定の金融機関に送
金する予定です。尚、支給決定（振込）通知は行いませんので、各自預金通帳に
てご確認下さい。
８ ．申請期限
補助申請の期限は、領収書発行日（受診日）より １年とします。
（注）申請の際に、必ず「ご指定の金融機関の通帳」をご提出ください。
　　　ご提出がない場合、送金が保留になりますのでご注意ください。

令和 ７年度、脳ドック補助事業も実施しています！
～脳の病気を予防しましょう！脳ドックで早めの対策を！～

全身の健康は歯の健康から

歯科健診を受けましょう！!無料

長崎県の歯科医療機関で、口腔内検査・口腔衛生指導を基本とした口腔内に関わる健診を無料で受診できます
　歯は食べ物を身体に取り入れ、栄養とする為に大切な役割を担っています。口腔内環境の悪化によって大切な歯を失ってしまうと、毎日の食事が美味しくなく
なってしまうほか、最近の研究では歯周病が重篤な全身疾患を引き起こす原因となることも明らかになっています。この機会にぜひ受診しましょう。

対 象 者 40歳以上（特定健診対象者） 受診期間 【令和 7年 6月～令和 8年 3月】

建設国保歯科健診受診券（記入例）

予約を入れた歯科医療機関に下記 2点を持参し、受診してく
ださい。
◎令和 7年度歯科健診受診券（紫色）
◎マイナ保険証or資格確認書

STEP
2

STEP
2

受診（手続き方法）の流れ

ご希望の歯科医院を選び、健診の電話予約をしてください。
・令和 8年 3月31日迄の期間で予約してください。
・予約なしでは受診できませんのでご注意ください。

STEP
1

STEP
1

歯科健診受診券は今年 5月に
お送りした『特定健診のご案
内』（Ａ 4 サイズの黄色の封
筒）に同封しております。

※紫色の小さい用紙をご確認
ください！

※規定料金は告知なく変更される場合がございます。正確な料金は各温泉施設までお問合せ下さい。
2025. 12. 1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズ
カード提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長

崎

・

西

彼

地

区

稲佐山温泉
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38

095-862-5555

i ＋ Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町 １ 丁目3277-7
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 - ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 - ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284
095-856-2631

県

央

地

区

サンスパ
おおむら　ゆの華 大人 820円

▲120円
【メンバーズカード
有無に関わらず】

▲300円 400円 大村市森園町663-3
0957-50-1126

青雲荘 大人 880円 - ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500-1

0957-73-3273

小地獄温泉館 大人 500円 - ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上）
［ ７ ：30～16：30］ 550円 - ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957-74-3141

大人
［16：30～21：30］ 330円 - ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください）

大人（60歳以上）［ ７ ：30～21：30］
209円 差額は返金されません。 ０円

いいもり月の丘 大人 520円 - ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地
0957-28-4141

県

北

地

区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 600円 - ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956-82-2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 600円 - ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956-82-6868

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ（※ １ ）

大人 900円 - ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12
0956-39-4800

ホテルローレライ
ばってんの湯（※ １ ）

大人 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449
0956-59-3939

はさみ温泉
湯治楼

大人 平日 800円 - ▲300円 500円
東彼杵郡波佐見町長野郷558-3

0956-76-9008
大人 土・日・祝 850円 - ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 660円 - ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2
0956-66-2617

平戸たびら温泉
サムソンホテル 大人 1,000円 - ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6

0950-57-1110

（※ １）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表

指定温泉の「優待券」、「補助券」は、
� 有効期限までにご利用下さい！
　長建国保では組合員及び家族の健康保持促進を図るため、指定温泉施設を規定
料金より安い料金で利用できるよう、指定温泉施設利用優待券、補助券を配布し
ております。今年度配布分の有効期限は、令和 ８年 ３ 月31日までとなってお
りますので、期間内にぜひともご活用ください。

※ご家族の方が使用する場合、組合員本人様の氏名をご記入ください
（ １度に複数枚使用する場合でも組合員本人様の氏名をご記入下さい。）
※�他の方に譲渡する場合、組合員本人様（被保険者様）の氏名をご記入下さ
い。
※氏名が空欄・未加入者の方は使用できません。

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２6年（令和８年）１月１５日発行第 727 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�7
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」
係

8 5 2 8 0 2 1
〈間違いさがし〉

〈クロスワード〉

（答）

１
２
３
４

５
６
７

あなたの支部名

氏　名

住　所

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
記
念
品
を
ゲ
ッ
ト
！

　
「
間
違
い
さ
が
し
」
と
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
」
の
問
題
に
挑
戦
！

　
答
え
が
わ
か
っ
た
方
は
、
左
記
の
要
領

で
ハ
ガ
キ
に
、「
答
え
」「
支
部
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
記
入
し
て
応
募
下
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
十
名
に
記
念

品
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
五
日
㈪　
必
着

新春お年玉クイズ

※印刷上の汚れやかすれは、間違いには入りません。

こ
こ
に
こ
ん
な
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容
や
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い
合
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経
営
者
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主
張
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会
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　「
県
知
事
賞
」
を
受
賞

　
長
崎
市
平
間
町
の
「
ヒ
ロ
シ
畳

店
」
の
次
期
三
代
目
、
祖
父
が
起

こ
し
た
畳
店
の
後
を
継
ぐ
た
め
、

日
々
畳
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
ん
な
川
良
さ
ん
、
長
崎
県
商

工
会
主
催
の
「
若
い
経
営
者
の
主

張
大
会
」

が
七
月
八

日
に
ホ
テ

ル
サ
ン
プ

リ
エ
ー
ル

で
、
登
壇

者
八
名
の

参
加
者
で

開
催
さ
れ
、

最
高
賞
と
な
る
「
県
知
事
賞
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。…

　
自
身
が
生
ま
れ
る
前
の
事
。
昭

和
五
十
七
年
七
・
二
三
長
崎
大
水

害
。
こ
こ
東
長
崎
地
区
で
も
甚
大

な
被
害
が
あ
り
、
犠
牲
者
の
慰
霊

と
復
興
を
願
っ
て
花
火
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
た
が
、
五
年
前
に
途

絶
え
て
し
ま
っ
て
い
て
、
商
工
会

青
年
部
で
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
地
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才
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権
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持
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人
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く
、

地
域
を
思
い
、
一
歩
を
踏
み
出
す

私
た
ち
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主
張
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畳

は
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形
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違
え
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人
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心
に
ぬ

く
も
り
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届
け
る
。
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域
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来
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に
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る
」

と
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ま
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。

…
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ど
ち
ら
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い
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と
お

と
な
し
い
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り
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回
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出
場
も
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間
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ら
の
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め
で
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と
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原
稿
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き
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身
振
り
手
振
り
も
交
え
て
発
表
し

た
く
て
、
す
べ
て
を
暗
記
す
る
た

め
練
習
を
重
ね
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

川良　　輝
（畳工30歳・東長崎支部所属）

●コーナンPRO大塔店
　(佐世保市大塔町 ８ -６２)

×
建設長崎

建設長崎
メンバーズカードが
コーナンPROで
使えます！

税抜お買上額から3％割引

LINE 公式アカウント

友だち募集中
＠062mxajp

LINE の「友だち追加」から、ID
検索するかQRコードをスキャン
してください

　

新
し
く
組
合
に
加
入
さ
れ
た
方
が
、
加
入
後

３
ヶ
月
以
上
在
籍
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
紹
介
者

に
は
謝
礼
金
３
千
円
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
！
令
和
７
年
10
月
～
令
和
８
年
３
月

末
ま
で
の
期
間
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

謝
礼
金
を
千
円
ア
ッ
プ
！
紹
介
者
に
は
４
千
円

を
お
渡
し
し
ま
す
。

組
織
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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